
６月８日(火)、５年生が地引き網体験をしました。地元の漁業関
係者の皆さんや水産振興センターや市役所水産課の職員の方といっ
た多くの方のお世話で今年も実施することができました。
８：３０に学校を出発し、３０分程度で幸多里の浜に到着。説明

を聞き準備運動をした後に、網を引き始めました。坂本春也さんを
始め漁業関係者の方があらかじめ網に４本のロープを付けてくださ
っていたので、ある程度の間隔をもって綱を引くことができました。
ただ、子どもたちは綱引きのように、持ったまま自分が後ろに下が
っていくイメージだったため、集団がどんどん後ろに下がっていき
ました。その場で綱をたぐっていくイメージができた後は、スムー
ズに作業が進んでいきました。しかし、網が見えても魚の影は全く
なく、不安の声もありましたが、最後の袋状の部分にたくさんの魚
が見えたときは大歓声が上がり、子どもたちは我先に海の中に入っ

ていきました。意外だったのは多くの子どもたちが抵抗なく魚をつ
かんでいたこと。ここは魚を身近に感じている佐志っ子らしいとこ
ろだと思いました。
水産振興センターの梅田さんに、捕れた魚の説明をしていただい

た後、次の活動であるボランティア海岸清掃を行いました。改めて
漂着物あるいは不法投棄であろうと思われるゴミの多さに驚きまし
た。「韓国から流れてきた物が多い。」「プラスチックやペットボト
ル、発泡スチロールが多い。」といった気づきや「なんでこがんも
のがここにあると？」といった疑問の声も上がっていました。
今回の体験を生かし、子どもたちはこれから水産資源や海の環境

といった学習を進めていきます。なお、今回の地引き網や海岸清掃
の様子は、６月２３日(水)のチャンネルからつ(１２チャンネル)の
「唐津市ニュース」で放映される予定です。※放映時刻 18:00 19:30
22:30 また放映後は YouTube でも視聴できます。写真は「佐志小ブ
ログ」にもアップしています。
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６月１１日(金)、５年生は

地引き網体験に続いての海洋

教育としてカサゴ(アラカブ)

の放流を体験しました。小雨模様でしたが、児

童はあまり気にする様子もなく、小さなカサゴ

の稚魚を観察し、学校のすぐそばの防波堤から

放流しました。この体験は「育てる漁業」の学

習に生かされます。今回も地元の漁業関係者の

皆様にお膳立てをしていただきました。本当

にありがとうございました。

６月１１日(金)は地震津波避難訓練も行いました。まず、

地震が発生したという想定で放送を入れ、その後、津波の

危険があるということで全校の全員が３階に避難します。写真は６

年生が机の下に潜って地震による落下物に備えているところですが、

担任の指示に従って非常に真剣に取り組んでいました。最上級生の

このような姿を見て嬉しく思いました。その後の３階への避難もほ

とんどおしゃべりをすることなく整然と避難でき、しっかりした訓

練になったと思います。地震や津波といった自然災害に前兆はあり

ません。いざという時にパニックに陥らないためにも、このような

訓練に真剣に取り組むことは重要です。

６月１３日(日)の唐津市教育の日は授業参観と保護者引き

渡し訓練を行いました。両方とも密を避けるため、唐房地

区と佐志地区及び校区外に分けて実施しました。多くの保

護者の皆さんにご参加いただき、私語を慎んでもらうなどのお願いも

しっかりと守っていただきました。また、どの学級の児童も真剣に授

業に打ち込んでいました。

保護者引き渡し訓練の方も全てのご家庭にお迎えに来ていただきま

した。訓練で事故が発生することがないよう、引き渡し場所を１カ所

にしてドライブスルー方式で実施したこともあり、時間がかかったと

ころもあったようです。確実な引き渡しを第一にした訓練でしたが、

来年度は時間短縮も工夫したいと思います。ご参加、ご協力、本当に

ありがとうございました。

【熱中症への対策を！】 梅雨に入ってもしばらくは爽やかな天候が続いたのですが、ここ数

日は気温、湿度ともに高くなり、いよいよ梅雨の本番を感じられるようになりました。この夏から念願の

エアコンが使えますので、これまでに比べると快適に学習できると思います。ただ

し、エアコン使用には一定の条件がありますし、子どもたちは暑い中でも外で遊び

ます。また、体育の授業もあります。本日「熱中症対策について」というプリント

を配布していますので、水分補給や帽子の着用についてご協力をお願いします。プ

リントにはありませんが、タオルも持たせてください。また、屋外でのマスク着用

緩和も子どもたちには呼びかけていきます。


